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餘
暇
の
樂
し
み
方
、
漸
く
多
樣
化
し
船
の
旅
、
普
及
し
つ
つ
あ
り
。
但
し
、
日
本
に
あ
る
客
船
僅
か
三
隻
。

然
り
而
し
て
乘
船
料
、
極
め
て
高
く
、
値
打
ち
の
價
格
を
求
め
て
、
海
外
に
赴
く
船
好
き
珍
し
か
ら
ず
。 

 

斯
る
状
況
、
本
年
、
變
化
の
趣
あ
り
。
米
國
客
船
會
社
、
保
有
す
る
船
を
二
隻
、
數
箇
月
間
日
本
に
置
き
、

國
内
各
港
に
て
發
著
を
繰
返
し
客
を
集
む
。
そ
の
價
格
、
概
ね
日
本
船
の
半
額
以
下
な
り
。 

 

我
、
そ
の
一
に
乘
り
た
り
。
外
國
船
な
れ
ば
オ
フ
ィ
サ
ー
は
じ
め
乘
組
員
の
大
方
は
外
國
人
な
れ
ど
も
、
客

と
の
意
思
疏
通
滑
ら
か
に
せ
む
が
た
め
臨
時
雇
ひ
の
日
本
人
散
見
す
。 

 

航
海
中
、
船
内
各
所
に
堤
琴
、
ピ
ア
ノ
、
歌
唱
な
ど
の
演
奏
あ
り
。
稀
に
客
向
け
の
重
要
連
絡
、
擴
聲
器
に

て
案
内
す
。
こ
れ
演
奏
を
凌
ぐ
大
聲
に
て
流
さ
れ
、
各
船
室
に
て
も
室
内
擴
聲
器
を
介
し
て
聞
か
る
。 

 

英
語
の
案
内
に
續
く
日
本
語
、
「
本
船
は
○
時
、
◎
◎
港
に
上
陸
の
豫
定
」
と
。
「
人
の
上
陸
」
と
は
言
へ
ど

も
「船
の
上
陸
」は
奇
異
な
り
。
こ
の
案
内
を
擔
當
す
る
日
本
人
、
言
葉
使
ひ
を
知
ら
ず
。
熟
語
を
使
は
む
に

は
、
到
著
、
入
港
、
寄
港
、
著
岸
、
接
岸
、
等
の
語
よ
り
選
ぶ
べ
し
。 

 

然
る
こ
と
船
内
受
附
デ
ス
ク
の
日
本
人
に
指
摘
し
た
れ
ば
、
彼
、
首
肯
す
。
雖
然
、
こ
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
一
向
に

改
ら
ざ
り
き
。
遂
に
航
海
終
り
の
日
ま
で
、
「船
、
上
陸
」を
聞
か
さ
る
る
こ
と
と
な
り
に
け
り
。 

 

こ
の
船
に
は
約
千
人
の
乘
組
員
あ
り
。
自
ら
組
織
、
指
揮
系
統
に
定
め
あ
ら
む
。
我
が
忠
告
受
け
し
デ
ス
ク
、

假
に
ア
ナ
ウ
ン
ス
文
言
を
變
更
す
る
立
場
に
あ
ら
ず
と
雖
も
、
船
中
の
組
織
系
統
能
く
機
能
し
居
れ
ば
、
奇

妙
な
る
日
本
語
正
さ
れ
て
然
る
べ
し
。
客
の
苦
情
、
不
滿
、
指
摘
を
一
つ
所
に
集
め
て
對
應
す
る
部
署
、
も
し

そ
れ
無
か
ら
ば
己
の
屬
す
る
部
門
の
上
司
に
不
備
を
傳
へ、
そ
の
上
司
よ
り
當
該
部
門
責
任
者
に
傳
ふ
る
こ

と
あ
ら
ば
、
誤
れ
る
日
本
語
の
放
置
無
か
る
べ
し
。
さ
す
る
習
慣
、
こ
の
船
會
社
、
有
せ
ざ
る
が
如
し
。 

 

更
に
言
は
ば
、
本
船
に
は
少
數
な
れ
ど
も
日
本
人
働
き
居
る
。
船
内
何
處
に
て
も
聞
こ
え
る
こ
の
ア
ナ
ウ
ン

ス
、
彼
等
も
必
ず
や
聞
き
た
る
べ
し
。
聞
か
ば
、
奇
妙
な
る
日
本
語
と
思
ふ
べ
し
。
彼
等
こ
そ
そ
の
異
常
を
唱
へ、

客
が
指
摘
を
受
く
る
前
に
訂
正
せ
む
と
行
動
す
べ
け
れ
。
さ
、
せ
ざ
る
は
彼
等
が
、
米
國
會
社
に
普
通
の
セ

ク
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
陷
り
、
他
の
社
員
、
他
の
部
門
の
誤
り
に
無
頓
著
、
己
の
職
責
の
み
果
す
を
以
て
事
足
れ

り
と
す
る
意
識
に
、
既
に
染
ま
り
た
る
か
。 

 

或
は
、
こ
の
こ
と
然
る
べ
き
經
路
を
た
ど
り
要
改
善
の
論
議
さ
れ
た
る
可
能
性
無
き
に
し
も
あ
ら
ず
。
假
に
、

そ
の
場
合
に
し
て
猶
改
善
せ
ら
れ
ざ
る
は
、
用
語
變
更
を
迫
り
た
る
米
國
人
上
司
に
、
當
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
役

日
本
人
、
己
が
間
違
を
認
め
ず
「
上
陸
」
な
る
語
、
誤
り
な
ら
ず
と
力
説
。
上
司
は
日
本
語
解
せ
ず
判
斷
の

基
準
無
け
れ
ば
、
直
屬
部
下
の
言
ひ
分
を
聞
入
れ
た
る
か
。 

 

他
に
も
、
毎
日
配
付
せ
ら
る
る
船
内
新
聞
の
日
本
語
飜
譯
、
意
味
不
明
箇
所
多
く
し
て
、
都
度
都
度
、
英

語
版
原
本
と
の
照
合
を
餘
儀
な
く
せ
ら
れ
た
れ
ば
、
責
任
者
の
日
本
語
能
力
欠
缺
如
こ
そ
諸
惡
の
根
源
と

思
は
る
れ
。
假
に
、
航
海
中
に
は
我
の
他
に
間
違
ひ
を
指
摘
す
る
乘
客
無
し
と
て
も
、
下
船
時
に
提
出
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
に
こ
れ
を
言
及
す
る
人
、
必
ず
や
あ
る
べ
し
。
次
の
航
海
に
こ
の
「船
の
上
陸
」
案
内
、
正
さ
れ
た

る
か
否
か
、
知
り
た
き
。 


